
本市における協働のまちづくり施策の取組について

１ 協働のまちづくりとは

市民がまちづくりの主体であることを認識し，「市民がお互いに，あるいは市民と行政が，共通の目

的を共有し，それぞれの持つ特性を活かしながら，対等な立場で補完しあい，協力しあって，自主・

自立のまちづくりに取り組むこと（※福山市協働のまちづくり指針）」です。 

「福山市協働のまちづくり指針」 2005 年(平成 17 年)7 月策定

市民と行政が対等な立場で役割を担い協力し合う「自助・共助・公助」のまちづくりを推進 

[推進方針] 

１ お互いの情報を共有します。（情報共有）

２ 人材づくりを通した意識づくりや啓発を行います。（人材・意識づくり）

３ みんなが活動しやすい参加しやすいシステムづくりを行います。（システムづくり）

４ 協働に関する事業の評価・公開を行います。（評価・公開）

地域やボランティア・ＮＰＯ，学校・大学，企業，行政等多様な主体が支え合える社会の実現と，

市民の皆さんが，地域に愛着を持ち，まちづくりの主役として活躍できる住民主体の地域づくり，「住

民自治」の確立をめざしています。 

２ 協働のまちづくりのあゆみ

2005 年(平成 17 年)7 月  「福山市協働のまちづくり指針」策定 

2006 年(平成 18 年)4 月～ 「福山市協働のまちづくり行動計画」 

市民と行政が協働し，市民による自主的・主体的なまちづくり活動の推進をスタート 

[推進事業] 

○まちづくり推進委員会による各地域（小学校区を基本とする）での地域まちづくり推進事業

の実施…地域課題の解決・活性化・コミュニティの育成をめざす。 

○市民提案型事業に対する補助などボランティア・ＮＰＯ等の市民活動を支援。

住民自治の確立

協 働

人権尊重のまちづくり

支え合える社会の実現

地方分権の流れ 市民の自治意識の

向上

市民満足度の

高いまちづくり



2012 年（平成 24 年）4月～ 「第二次福山市協働のまちづくり行動計画」

市制施行 100 周年の 2016 年度（平成 28 年度）に，市民一人ひとりが「まちづくりの主役」として，

協力し合い，いきいきと活躍できるまちとなることをめざす。 

[重点項目] 地域のめざすべき目標，解決すべき課題を住民みんなで共有 

   ➣各学区（町）まちづくり推進委員会で「「地域まちづくり計画」を策定 

まちづくりに対し，「想い（志）」のある市民の活躍の場を創る 

   ➣各学区（町）において「「まちづくり志縁チーム」設立  

地域を中心とした「まちづくり」のネットワークを創る 

   ➣ままちづくりサポートセンターを中心とした連携・支援 

協働の更なる深化 2017 年（平成 29 年）4月～ 

第一次・第二次福山市協働のまちづくり行動計画に基づく取組を普遍化し，「市民がお互いに，あ

るいは市民と行政が，共通の目的を共有し，それぞれの持つ特性を活かしながら，対等な立場で補完

しあい，協力しあって，自主・自立のまちづくり（※福山市協働のまちづくり指針）」を推進する。 

まちづくりサポートセンターを中心に，市民，ボランティア・ＮＰＯ，学校・大学，企業，行政等

多様な主体による連携を図り，地域課題の解決や魅力の創出を推進する。

持続可能な地域コミュニティの形成に向けて 2019 年(平成 31 年)3 月～  

市民の皆様から地域コミュニティ維持への危機感を訴える声を受け，2018 年度（平成 30 年度）に

持続可能な地域コミュニティのあり方を検討する有識者会議を開催し，今後の地域づくりにおける取

組の方向性が示されました。 地域づくりに意欲の持てる地域社会の実現をめざして，「協働」を更に

深め，地域に寄り添いながら地域支援体制の再構築を進めて参ります。 

３ 協働のまちづくりを支える５つの特徴

１）まちづくりの拠点 【公民館・交流館・コミュニティセンター（館）】

市内には 79 の公民館・交流館と 18 のコミュニティセンター（館）があり，まちづくりの拠点と

なっています。公民館・交流館は地域の窓口・情報拠点の役割を担っています。 

２）地域の未来ビジョンづくり 【地域まちづくり計画】

まちづくり推進委員会が主体となり，住民が地域課題の解決方法や将来像を話し合い，地域まち

づくり計画を策定し，計画に基づいた活動を実施しています。 

３）地域と行政をつなぐ 【生涯学習センター, 協働推進員】

６つの生涯学習センターが地域と行政をつなぐ連携窓口です。 

行政内の連携体制として，各課の協働推進員が窓口となり，生涯学習センターを通じて地域課題

等を一緒に協議し，課題解決をめざします。 

４）全市的に市民活動を支援する拠点 【まちづくりサポートセンター】

ボランティア・ＮＰＯ等に関する情報の収集と発信のほか，団体間のマッチングやネットワーク

づくり，活動の場の提供を行うなど，多様な市民活動をサポートしています。 

５）まちづくりへの関心を深める講座 【ふくやま人財大学】

環境，防災，人権など幅広い分野の学習機会や情報共有の場を設け，市民のまちづくりへの関心

や理解を深め，協働のまちづくりを推進する人材を育成します。 



まちサポ

４ まちづくりの交流拠点 まちづくりサポートセンター

ボランティア・NPO 等相談

【地域での活躍の場づくり】 

例）市民協働による文化施設の運営

●まちづくり推進委員会の「地域まちづくり

計画」に基づく事業の推進を支援します。 

・福山市地域まちづくり推進事業補助金 

・福山市地域まちづくり計画推進事業補助金

●専門（プロ）人財の活躍 

・「まちづくり人財バンク」の活用

●新たな行政支援  

●ＮＰＯ活動と地域との連携 

●ふくやま人財大学   

 まちづくりサポートセンターと連携し，学び

の成果が地域活動につながる実践的な機会を

提供します。  

 ○まちづくり大学 ○ばら大学 ○防災大学 

○環境大学 ○人権大学 ○多文化共生大学 

○子育て支援ボランティア養成講座 

 ○イコールふくやま人材育成セミナー

●活躍の場の提供  ●市民活動のマッチング（仲介） ●情報の集約と提供 

●活動場所の提供  ●市民活動時の安心補償 

●ボランティア・ＮＰＯ等のネットワークづくり（つながるまちカフェなど） 

●まちづくりに関する相談（ＮＰＯ法人設立など） 

まちづくりサポートセンターを中心としたまちづくりのイメージ図

まちづくりサポートセンター（愛称：まちサポ）は，ボランティアやＮＰＯをはじめとするあら

ゆる市民活動を支援するまちづくりの交流拠点です。 

「活動を多くの人に知ってもらいたい」「活躍のステージやパートナーを探している」などのニー

ズに応え，市民の皆さんが主役として輝くまちづくりをサポートし， 

協働のまちづくりの更なるバージョンアップをめざします。 

「まちサポ」に登録すると，市ホームページなどでの団体情報の発 

信や登録団体同士の交流の場への参加，「まちサポ」の諸室の無料利用 

などができます。 

市民参画

センター

２階（本町）

つながるまちカフェ 

松永地区まちづくり推進委員会連絡協議会による

「松永はきもの資料館」の運営 

【日本経営協会主催「協働まちづくり表彰」におい

て優秀賞を受賞】


